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愛
の
手
を

　
　
　
　
　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
お
願
い

　
師
足
の
あ
わ
た
だ
し
さ
の
う
ち
に
毎

日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
今
月
一
日
か
ら

「
歳
末
た
す
け
あ
い
月
間
」
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
皆
さ
ん
か
ら
、
特
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
生
活
困
窮
世
帯
や
身
体
の
不
自
由
な

か
た
が
た
に
対
す
る
援
護
施
策
の
必
要

性
は
、
年
と
と
も
に
増
加
の
一
途
を
た

ど
つ
て
お
り
、
川
西
町
で
も
、
昨
年
は

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
歳
末
募
金
の

　・　◎　●　●　ま全i　　　11月7日の合同竣工式というといささか旧聞に属してしまうの
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・
児
童
福
祉
施
設
入
所
者

　
　
　
　
　
一
〇
件
　
　

五
、
O
O
O
円

…
　
・
重
症
心
身
障
害
者
（
児
）

｝
　
　
　
　
　
七
件
　
　
三
、
就
O
O
円

皿
　
・
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者

…
　
　
　
　
一
四
件
　
　

九
、
O
O
O
円

…
　
・
長
期
入
院
患
者

．．

　
　
　
　
九
〇
件
　
　
四
五
、
O
O
O
円

…
　
　
こ
と
し
の
募
金
は
、
一
世
帯
当
り
百

…
円
く
ら
い
の
予
定
で
お
願
い
を
し
て
い

・
ま
す
。

皿
　
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援

・
　
が
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。

、
冬
の
道
路
確
保

沿
道
の
屋
根
の
雪
降
ろ
し

　
消
雪
パ
イ
プ
、
機
械
除
雪
道
路
に
沿

　
っ
た
屋
根
の
除
雪
の
際
は
、
下
に
必

　
ず
ひ
と
り
が
待
機
し
て
、
自
動
車
や

　
歩
行
者
に
支
障
の
な
い
よ
う
雪
を
か

　
た
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
禁
止
区
域
の
拡
大

　
除
雪
作
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
と

　
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
小
千

　
谷
・
十
日
町
・
津
南
線
の
町
内
全
区

　
間
を
駐
車
禁
止
区
域
に
す
る
こ
と
が

　
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
運
転
者
の
皆
さ

　
ん
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

排
雪
場
所
に
対
す
る
配
慮

　
機
械
力
で
排
雪
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

　
所
は
、
所
有
者
の
た
い
せ
つ
な
土
地

　
で
す
。
危
険
物
、
ご
み
類
は
ぜ
っ
た

　
い
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
雪
パ
イ
プ
の
管
理

　
消
雪
パ
イ
プ
施
設
に
つ
い
て
は
、
町

　
で
委
嘱
し
た
管
理
者
以
外
は
、
無
断

　
で
バ
ル
ブ
等
の
操
作
を
し
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。
　
　
道
路
除
雪
協
力
会

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
役
場
土
木
課

町
を
つ
づ
っ
た
社

会
科
の
副
読
本
’

　
　
　
　
三
百
円
程
度
で

　
　
、
　
一
般
に
も

　
町
の
教
育
振
興
会
（
教
職
員
の
研

修
団
体
）
か
ら
小
学
校
三
年
生
の
社

会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
町
・

川
西
町
」
が
刊
行
さ
れ
、
一
般
の
希

望
者
に
も
お
分
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
小
学
校
三
年
生
の
児

童
が
、
自
分
た
ち
の
郷
土
川
西
町
を

よ
り
ょ
く
理
解
し
、
郷
土
に
対
す
る

愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、
赴
任
し

た
ば
か
り
の
先
生
で
も
、
町
の
こ
と

を
自
信
を
も
っ
て
子
供
た
ち
に
指
導

で
き
る
よ
う
に
と
い
う
意
図
か
ら
編

集
し
た
も
の
で
、
発
行
は
来
春
二
月

の
予
定
で
す
。

　
四
月
に
は
、
新
三
年
生
を
対
象
に

無
償
配
布
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、

一
般
の
希
望
者
に
は
三
百
円
程
度
で

お
分
け
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
す
。

　
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
川
西
中
学
校

の
庭
野
秀
正
教
諭
が
担
当
し
、
題
字

は
根
津
町
長
の
筆
に
な
る
も
の
で
、

羽
鳥
敬
一
前
川
西
中
学
校
長
を
中
心

に
、
町
内
各
小
中
学
校
の
社
会
科
担

当
教
師
の
労
作
で
す
。

　
内
容
と
し
て
は
、
町
の
地
形
や
人

々
の
く
ら
し
、
交
通
、
歴
史
、
こ
れ

か
ら
の
川
西
町
な
ど
に
つ
い
て
わ
か

り
ゃ
す
く
述
べ
、
理
解
を
い
っ
そ
う

確
実
に
す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
写

真
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
、
今
月
二
十
日

ま
で
に
教
育
委
員
会
あ
て
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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町
議
会
報
告
（
第
八
回
臨
時
会
）

収
入
役
に
丸
山
精
二
郎
氏
を
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
願
二
件
を
継
続
審
査
に

　
第
八
回
町
議
会
臨
時
会
は
先
月
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日

で
、
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
、
収
入
役
の
選
任
お
よ
ぴ
教
育
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
意
を
求
め
る
件
、
請
願
二
件
等
を

審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
一
月
十
四
日
に
任
期
満
了
と
な
っ

た
増
田
享
収
入
役
の
後
任
に
丸
山
精
二
郎
氏
を
、
欠
員
一
の
教
育
委

員
に
金
山
良
晃
氏
を
お
の
お
の
あ
て
る
こ
と
に
同
意
し
、
請
願
二
件

は
い
ず
れ
も
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
継
続
審
査
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

　
　
　
　
金
山
良
晃
氏

　
企
画
室
長
か
ら
収
入
役
に
登
用
さ
れ

た
丸
山
精
二
郎
氏
は
原
田
の
出
身
で
、
、

大
正
七
年
四
月
二
十
二
日
生
ま
れ
（
五

十
三
歳
）
、
昭
和
二
十
二
年
橘
村
役
場

書
記
を
振
り
出
し
に
、
川
西
町
と
な
っ

て
か
ら
は
総
務
課
勤
務
、
議
会
事
務
局

長
を
経
て
四
十
二
年
新
設
の
企
画
室
長

と
な
り
、
総
合
開
発
計
画
の
策
定
な
ど

に
タ
ッ
チ
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
教
育
委
員
に
任
命
さ

ノ

丸山新収入役

れ
た
金
山
良
晃
氏
は
、
ご
存
じ
の
清
章

寺
（
霜
条
）
住
職
で
、
こ
と
し
六
十
一

歳
。
千
手
町
時
代
の
昭
和
二
十
年
か
ら

役
場
に
勤
務
し
、
四
十
三
年
収
入
役
室

長
を
最
後
に
退
職
し
て
か
ら
は
、
選
管

に
＝
一
＝
臼
＝
閣
＝
＝
鼎
＝
蘭
＝
＝
噌
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
爾
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
劇
＝
＝
＝
＝
縄
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
爾
＝
＝
＝
劇
＝
＝
一
＝
＝
嘲
＝
＝
帽
＝
疇
＝
＝
＝
＝
一
＝
…
＝
。
＝
＝
＝
＝
＝
二
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
爾
＝
＝
＝
＝
繭
＝
＝
一
＝
劇
＝
帽
＝
剛
＝
＝

㎜
就
任
の

㎜
　
ご
あ
い
き
つ

…
　
　
　
　
丸
山
精
二
郎

㎜
　
前
収
入
役
の
増
田
享
さ
ん
が
、
去

㎜
る
十
一
月
十
四
日
を
も
つ
て
任
期
満

…
了
と
な
り
、
退
職
さ
れ
た
あ
と
を
受

…
け
て
、
は
か
ら
ず
も
後
任
収
入
役
の

…
大
役
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

…
し
た
。

㎜
　
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
円
満
な
人

…
徳
を
そ
な
え
て
お
ら
れ
た
増
田
さ
ん

㎜
と
は
対
照
的
に
、
一
介
の
事
務
屋
と

…
し
て
役
場
事
務
に
専
念
し
て
ま
い
り

…
ま
し
た
私
に
、
果
た
し
て
こ
の
重
責

…
を
完
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

…
う
か
と
懸
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
順
調
な
成

長
を
続
け
て
き
た
地
方
財
政
も
、
本

年
八
月
以
来
の
ド
ル
防
衛
に
伴
う
経

済
界
の
激
変
に
よ
り
、
け
わ
し
い
前

途
が
予
想
さ
れ
る
折
か
ら
町
財
政
を

支
障
な
く
運
営
す
る
こ
と
は
容
易
な

ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
現
在
町
財

政
は
、
一
般
・
特
別
会
計
合
わ
せ
て

七
億
を
こ
え
る
規
模
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
、
逼
疎
地
域
振
興
計

画
や
広
域
市
町
村
圏
計
画
の
実
施
、

水
道
建
設
等
を
通
じ
て
こ
の
規
模
は

ま
す
ま
す
膨
張
の
一
途
を
た
ど
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
財
政
を
担
当
し
て
貴
重
な
町

民
の
皆
さ
ん
の
税
金
を
最
も
有
効
に

誤
り
な
く
運
用
す
る
こ
と
が
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
に

し
て
収
入
役
業
務
に
つ
い
て
の
権
威

で
あ
り
ま
す
と
こ
ろ
の
根
津
町
長
の

ご
指
導
と
、
練
達
な
会
計
職
員
の
ご

協
力
が
得
ら
れ
る
好
条
件
に
恵
ま
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
つ
た
な
い

身
に
ム
チ
打
っ
て
、
ひ
た
す
ら
努
力

い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
民
各
位
の
何
分
の
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

退
任
の

　
　
　
ご
あ
い
き
つ

　
　
　
　
　
　
増
田
　
　
享

　
こ
の
た
ぴ
、
川
西
町
収
入
役
任
期

満
了
に
つ
き
十
一
月
十
四
日
限
り
で

退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
顧
み
ま
す
と
、
昭
和
二
十
二
年
旧

千
手
町
役
場
に
収
入
役
と
し
て
奉
職

し
て
以
来
、
二
十
四
年
間
会
計
畑
専

門
に
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

そ
の
間
、
大
過
な
く
地
方
公
務
員
と

し
て
の
任
務
を
完
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆
々

様
の
ご
温
宵
と
ご
指
導
の
た
ま
も
の

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
家
庭
に
お
い
て
晴
耕
雨

読
の
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
た

別
の
角
度
か
ら
郷
土
発
展
の
た
め
に

ご
協
力
申
し
上
げ
た
い
と
念
じ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
変
わ
ら
ざ

る
ご
芳
情
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
皆
々
様
の
ご
健
康
と
ご

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
ひ
と
こ

と
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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委
員
や
社
教
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
お

ら
れ
た
か
た
で
す
。

　
取
安
新
田
ほ
場
整
備
に
関
す
る
請
願

と
野
口
大
原
畑
地
ほ
場
整
備
事
業
に
伴

う
水
槽
施
設
に
関
す
る
請
願
の
ふ
た
つ

は
、
い
ず
れ
も
産
業
経
済
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
十
四
日
に

招
集
さ
れ
る
十
二
月
定
例
会
で
委
員
会

の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
採
否
が
決

定
す
る
予
定
で
す
。

国
保
の
窓
口
か
ら

　
明
年
一
月
か
ら
、
医
療
費
の
値
上
げ

が
行
な
わ
れ
る
見
通
し
で
す
。
は
っ
き

U
申
し
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
段
階

で
す
が
、
値
上
げ
幅
も
一
Q
％
以
上
と

い
う
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
で
は
、
四
十
五
年
度
に
、
国

保
だ
け
で
町
民
一
人
当
り
三
・
七
回
も

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、

そ
の
費
用
は
一
億
二
千
万
円
に
達
し
ま

し
た
。

　
四
十
六
年
度
は
、
増
額
が
す
で
に
見

込
ま
れ
て
い
る
う
え
に
、
医
療
費
の
値

上
げ
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
そ

う
多
額
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
病
気
の
早
期
発
見
●
早
期
治
療
、
医

療
機
関
の
有
効
利
用
と
い
う
こ
と
を
よ

く
考
え
、
健
全
な
国
保
を
維
持
で
き
る

よ
う
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

豫
　
　
　
　
’

擢
の
窓
か
給

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

高高川松数村
橋橋崎澤藤越

路弘進博光一
子美一子一仁

重
次
長
男
野
口

一
己
長
男
発
電
所
通
り

昭直　 俊
二孝誠夫

二長長二
女女男女

学赤室上
校
町谷島野

星
名
香
織
正
樹
二
女
伊
友

押
木
　
健
一
　
孝
也
　
長
男
　
元
　
町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

懸懸σ◎顯織
野
澤
　
保

野
澤
文
子

川
崎
作
重

牧
野
ノ
リ
子

高
崎
　
蕃

入
田
ケ
イ

丸
山
良
平

高
橋
登
美
子

小
千
谷
か
ら

野
　
口
室
島

＋
日
町
か
ら

学
校
町

＋
目
町
か
ら

新
町
新
田

田
戸
か
ら

◎◎

顯
＠◎

翻
◎⑨

顯
◎⑨

雛器器
小
林
　
一
也

南
雲
文
子

長
谷
川
忠
良

水茂川吉押羽相柳
落野崎澤木鳥崎

牧秀良街　 時伊和
男子造子武代作子

藤
巻
富
美
子

中
仙
田

中
仙
田
か
ら

大
白
倉

茨田木田中

里
か
ら

中落
か
ら

戸城
か
ら

越
ケ
澤

藤
澤
か
ら

仁
田
仁
田
か
ら

総σ◎顯
σ◎

翻懸懸雛
南
雲
五
＋
七

小高星内四丸速丸玉村阿
川橋名山條山水山置越部

ア正光慶末新和春美貞ケ
イ信子学美作子雄恵勝イ

山原埼下東野群田
中馬
か
ら

口京
か
ら

原玉
か
ら

田梨
か
ら

新
町
新
田

学
校
町
か
ら

大
白
倉

小
国
か
ら

総雛器器σ◎驚雛
中
條
豊
郎

田柳上桑
村　 村原

英久　 照
雄子剛子

、
矢
口
ひ
ろ
子

茂
野
立
美

星
キ
ミ
子

佐
藤
和
見

松
本
幸
江

松
本
伸
市

桑
原
美
智
子

四
郎
兼

＋
日
町
か
ら

上
野

＋
日
町
か
ら

上
野

＋
日
町
か
ら

藤
澤

湯
之
谷
か
ら

中
仙
田

福
島
か
ら

中
屋
敷

津
南
か
ら

⑱　
新
郎
小
林
康
行

新
婦
小
川
利
子

⑱
新
郎
登
坂
輝
彦

新
婦
酒
井
睦
江

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仙
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
津
か
ら

長
谷
川
三
代
太
郎

平南佐登小

野雲藤坂林

倉言ハカト

吉治ナ子ク

大
自
倉
寺
尾
岩
瀬
藤
澤

中
仙
田

山
野
田

七七七七六六
六三三二五四

G

＿」

く

、
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四
十
五
年
度

一
般
会
計
決
算

住
民
ひ
と
り
当
り
約
四
万
五
干
円

歳
出
の
性
質
別
内
訳
、
建
設
費
が
ト
ッ
プ

　
さ
る
十
一
月
十
二
日
、
川
西
町
告
示
第
四
十
一

号
で
公
表
し
た
昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら
九
月
ま

予
算
の
執
行
状
況

　
右
下
の
グ
ラ
フ
で
お
気
づ
き
の
よ
う

に
、
四
十
六
年
度
の
各
会
計
を
合
わ
せ

た
目
下
の
予
算
執
行
状
況
で
、
約
五
千

七
百
万
円
の
残
額
が
出
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
は
、
一
般
会
計
で
、
主
と
し
て

国
鉄
東
京
給
電
の
固
定
資
産
税
前
納
と

45年度一般会計住民ひとり当りの決算額

で
の
財
政
状
況
と
昭
和
四
十
五
年
度
の
決
算
状
況

に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
う
要
素
に
よ
り
、
歳
入
の
執
行
割
合

五
五
・
τ
％
に
対
し
歳
出
の
執
行
割
合

四
四
％
と
い
う
差
か
ら
、
六
千
万
円
近

い
残
が
生
じ
た
影
響
で
す
。

　
町
有
財
産
の
状
況

囹
土
地
　
　
　
　
昌
七
九
、
七
菖
誠
㎡

圏
　
建
物
　
　
　
　
　
菖
九
、
四
四
四
㎡

囹　　囹囹囹囹囹
＿　町預現有基債
般　債金金価金権
肇と　馨
債の一六
　　時r　円r
現借空＝豊吾昌

在蘇雛器
　　　七〇〇〇〇　よ　筒　　九〇〇〇〇
　　　円円円円円

46年度予算の執行状況
　　（一般・特別各会計の合計）

⑳

支
出
済
額
　
三
億
四
、
〇
七
七
万
一
千
円

綿
磯
轟

　
　
　
　
マ

執
行
割
合
総
％

507円

予
算
現
額
　
七
億
七
、
九
六
九
万
一
千
円

＠

執
行
割
合
引
％
収
入
済
額
　
三
億
九
べ
○
○
万
八
千
円

町　　　　税

　　11，835円

　諸収入583円　町債

　　　　焦　a722円
財壼収入鍮鰹

o鰯環
　　県支出金

歳　入

45，822円

3，597円

国庫支出金

　4，409円

地方交付税
　15，949円

分担金及び負担金899円
使用料及び手数料492円

費
円

助
8
1
扶
5

慣雨～

　
　
　
　
　
篤
四
、
一
七
一
万
六
千
円

囹
　
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
三
、
誠
六
誠
万
八
千
円

物　件　費

　6，744円

人　　件　　費

　　12，415円

鑑麟纏
　357円

諺協’”

　補助費等1，876円

公触篤578円

嘩勢

＼要％

歳　出

44，659円

建設事業費
　17，953円

囹
　
災
害
復
旧
事
業
債

　
　
　
　
　
　
昌
、
一
四
孟
万
誠
千
円

囹
　
臨
時
減
税
補
填
債

　
　
　
　
　
　
　
四
（
八
互
千
円

囹
　
厚
生
福
祉
施
設
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
三
六
一
万
一
千
円

一般・特別各会計決算の総括表

　　　　　一45年度一

囹囹囹

辺
地
対
策
事
業
債

　
　
　
　
　
三
三
三
万
六
千
円

県
貸
付
金

　
　
　
　
一
．
四
〇
八
万
六
千
円

一
時
借
入
金

　
　
　
　
　
一
誠
O
万
O
千
円

会　計区　分 歳入合計 歳出合計 差引残額

一　　般　　会　　計 506，252 493，394 12，858

国保事業特別会計 103，582 100，436 3，146

国保施設特別会計 23，974 25，315 △1，341

農業共済事業特別会計 23，254 10，123 13，131

千手地区簡易水道事業
特　　別　　会　　計

84，271 101，979 △17，708

仙田へき地出張診療所
特　　別　　会　　計 4，846 6，322 △1，476

歯科診療所特別会計 2，570 4，470 △1，900

合　　　　　　　計 748，749 742，039 6，710

※単位：千円，差弓，1残額欄の△印は不足額を示す
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千
手
小
学
校
は
名
実
と
も
に
健
康
優

良
学
校
日
本
一
と
し
て
の
栄
光
に
輝
や

く
日
を
迎
え
た
。

　
健
康
優
良
学
校
と
は
い
っ
た
い
ど
ん

な
学
校
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
一
言

で
い
う
な
ら
ば
小
学
校
教
育
優
良
学
校

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
教
育
基
本

法
に
は
そ
の
目
的
に
結
ぴ
と
し
て
「
心

身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し

て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し

て
い
る
。
朝
日
新
聞
社
が
昭
和
二
十
六

年
文
部
省
厚
生
省
の
後
援
の
も
と
に
新

教
育
の
発
展
を
祈
念
し
て
こ
の
目
的
に

て
ら
し
て
優
良
な
学
校
を
表
彰
し
た
い

と
し
て
発
足
し
た
の
が
健
康
優
良
学
校

児
童
の
表
彰
制
度
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
本
年
で
満
二
十
年
を
迎
い
た
こ
と
に

な
る
。
千
手
小
学
校

も
又
発
足
と
同
時
に

こ
の
運
動
に
参
加
し

毎
年
地
道
に
着
々
と

歩
み
を
進
め
て
昭
和

四
十
三
年
度
県
一
位

と
な
り
そ
れ
こ
そ
は
か
ら
ず
も
特
選
校

と
し
て
全
国
小
規
模
校
の
四
校
に
仲
間

入
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
ぐ
る

み
三
ケ
年
の
努
力
が
実
を
結
ん
で
念
願

が
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
「
よ
か
っ

た
」
私
は
た
だ
そ
う
思
っ
て
胸
の
熱
く

な
る
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。
健
康
優
良

学
校
と
な
る
に
は
、

　
第
一
に
子
ど
も
を
育
て
る
に
必
要
に

し
て
高
度
な
環
境
が
備
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
施
設
々
備
は
も
と
よ
り

安
全
で
美
し
く
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

思
わ
ず
入
り
こ
ん
で
い
き
た
い
学
校
、

生
き
生
き
と
し
て
木
々
は
美
し
く
、
鳥

は
う
た
い
魚
は
泳
ぎ
兎
も
鶏
も
安
心
し

て
生
き
て
い
る
学
校
子
ど
も
も
職
員
も

元
気
一
杯
さ
が
満
ち
溢
れ
て
動
い
て
い

る
学
校
で
あ
ろ
う
。

　
教
育
内
容
に
か
た
よ
り
が
な
く
初
等

普
通
教
育
と
し
て
親
の
ね
が
い
地
域
の

ね
が
い
国
の
ね
が
い
が
一
体
と
な
っ
て

現
わ
れ
て
い
る
学
校
、
学
力
水
準
が
高

く
常
に
向
上
し
て
い
る
学
校
。
国
算
社

理
等
の
教
科
の
学
力
は
も
と
よ
り
児
童

会
や
学
校
行
事
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
充

実
し
て
い
る
学
校
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
口
で
い
え
ば
ま
こ
と
に
簡
単
で
あ

る
が
、
さ
て
実
際
と
な
る
と
こ
れ
に
達

す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
科
学
発
表

会
に
臨
ん
で
も
郡
市
一
位
と
な
る
こ
と

そ
れ
も
一
年
で
な
く
来
る
年
も
来
る
年

も
と
な
る
と
学
校
の
全
体
水
準
が
上
ら

な
く
て
は
保
て
な
い
わ
け
で
あ
る
。
国

語
作
文
の
力
に
し
て
も
子
ど
も
の
水
準

を
あ
げ
る
に
は
目
標
を
た
て
、
何
年
も

か
る
言
葉
で
あ
り
報
恩
の
意
も
通
じ
よ

う
か
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
積
雪

に
く
ど
き
話
の
み
で
は
困
難
を
克
服
す

る
子
に
は
な
れ
ぬ
。
ス
キ
ー
に
積
極
的

に
立
向
う
に
は
級
別
能
力
別
指
導
の
配

慮
が
必
要
で
あ
る
。
安
全
な
自
転
車
の

り
、
花
一
杯
コ
ン
ク
ー
ル
、
保
健
学
習

発
表
会
と
学
校
が
応
募
す
る
の
は
、
コ

ン
ク
ー
ル
に
乗
り
お
く
れ
ま
い
と
す
る

の
で
な
く
て
、
自
校
の
力
の
状
況
を
測

定
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
や
れ
ば

で
き
る
力
を
育
て
る
目
や
す
で
も
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
何
れ
に
応
募
し
て
も

必
ず
入
賞
す
る
と
い
う
の
は
児
童
の
実

力
が
つ
か
な
い
と
で
き
る
こ
と
で
な
い
。

　
中
央
実
地
審
査
は
こ
う
し
た
内
容
で

学
校
教
育
活
動
の
全
般
に
つ
い
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
構
え
方
事
実
を
実
地

日
本
一
健
康
優
良
学
校
の
実
現
し
た
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
千
手
小
学
校
長
小
林
由
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
在
十
日
町
中
学
校
長
）

か
㌧
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
健
康
作

文
に
応
募
し
何
万
人
の
中
か
ら
（
八
万

余
で
あ
つ
た
か
）
全
国
代
表
に
入
り
、

ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
健
康
親
善
使
節
が
で
た
内

容
は
詩
集
「
雪
ん
こ
』
五
年
間
の
発
刊

が
も
の
を
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
習
字
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
一
人
の
子
を
特
別

指
導
し
て
み
て
も
で
き
る
と
は
い
え
な

い
。
全
校
が
取
り
組
ま
な
く
て
は
で
き

な
い
こ
と
で
あ
る
。
体
力
を
つ
け
る
こ

と
も
口
先
き
だ
け
で
な
く
、
夏
の
水
泳

指
導
の
泳
力
記
録
が
も
の
を
い
う
し
、

グ
ラ
ン
ド
を
拡
張
し
て
い
た
だ
い
た
だ

け
で
な
く
ほ
ん
と
う
に
活
用
の
意
欲
を

も
た
な
く
て
は
勿
体
な
い
話
に
な
る
。

一
時
間
運
動
会
と
し
た
の
は
記
録
会
や

走
力
競
技
と
い
う
よ
り
町
民
全
体
に
わ

に
審
査
す
る
こ
と
で

あ
り
正
味
八
時
間
に

も
及
ん
だ
も
の
で
あ

る
。　
職
員
集
会
、
児
童

集
会
、
各
学
年
各
教
科
の
授
業
、
審
査

員
が
随
時
随
所
に
巡
回
す
る
も
の
で
案

内
記
録
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
児
童
の

発
表
会
、
保
健
委
員
会
の
状
況
を
み
て

日
頃
の
方
針
や
運
営
が
評
価
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
又
審
査
員
自
ら
が
二
個
学

級
を
受
持
つ
て
問
答
方
式
に
よ
り
実
力

を
た
し
か
め
て
み
る
わ
け
で
あ
る
。
馴

れ
た
担
任
や
自
校
教
師
な
ら
か
な
り
活

発
な
応
答
を
す
る
子
ど
も
で
も
始
め
て

の
審
査
員
に
対
し
て
は
硬
直
状
態
と
な

り
易
い
も
の
。
未
知
の
人
、
新
し
い
場

面
で
応
答
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
の
は
健

康
な
人
間
の
心
理
状
態
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
し
、
相
応
の
学
力
が
な
く
て
は

こ
な
せ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ

と
自
体
が
教
育
内
容
の
診
断
と
な
つ
て

し
ま
う
。
P
T
A
と
の
懇
談
、
教
師
と

の
懇
談
で
は
日
頃
の
P
T
A
の
活
動
や

教
師
の
研
修
の
姿
が
如
実
に
把
え
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
給
食
時
、
清
掃
時
、
休
憩
時
も
残
す

と
こ
ろ
な
く
審
査
の
対
象
で
あ
り
克
明

に
明
細
表
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
学
校
よ
り
の
提
出
書
類
と

比
較
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
き
ぴ

し
く
診
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
終
っ
て
の
講
評
は
五
時
半
で
あ
っ
た

か
、
よ
く
訓
練
さ
れ
て
い
る
が
固
着
せ

ず
型
に
は
ま
ら
ず
伸
び
伸
ぴ
と
個
性
化

さ
れ
ま
こ
と
に
明
る
く
活
発
で
あ
る
。

P
T
A
の
活
動
に
つ
い
て
も
そ
の
方
針

や
目
標
達
成
の
よ
さ
や
努
力
が
脈
々
と

し
て
生
き
動
い
て
い
る
。
保
健
活
動
は

徹
底
し
て
い
て
申
分
な
い
。
教
育
活
動

全
般
が
充
実
し
て
い
て
レ
ベ
ル
が
高
い
。

地
域
の
協
力
や
行
政
に
つ
い
て
は
敬
服

の
ほ
か
な
い
。
と
い
つ
た
こ
と
で
あ
り

教
職
員
の
一
致
協
力
は
見
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。
長
い
年
月
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が

つ
づ
け
ら
れ
年
期
と
厚
み
を
感
ず
る
と

の
評
で
あ
っ
た
。

　
人
間
自
己
評
価
は
す
る
も
の
の
評
定

尺
度
が
自
分
流
の
も
の
、
健
康
優
良
校

は
鋭
く
客
観
的
な
尺
度
で
教
育
活
動
全

部
に
つ
い
て
の
審
査
で
あ
り
、
教
育
界

と
し
て
こ
れ
以
上
き
ぴ
し
い
評
価
や
診

断
は
他
に
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
各
県
で
一
位
と
な
り
代
表
校
と
な
っ

た
も
の
が
中
央
で
書
類
審
査
を
う
け
、

更
に
実
地
審
査
を
経
て
特
選
校
が
選
ば

れ
、
そ
の
中
の
最
上
位
が
目
本
一
と
格

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
十
年
間
校
長
代
わ
り
教
師
、
子
ど

も
代
わ
れ
ど
正
に
二
十
年
地
域
民
各
位

の
協
力
の
も
と
た
ゆ
ま
ず
本
年
を
迎
え

た
。
そ
し
て
遂
に
日
本
一
を
千
手
小
学

校
の
名
に
冠
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
ま
こ
と
に
感
無
量
に
し
て
言
葉
が
な

い
。
　
子
ど
も
の
成
長
に
拍
手
し
、
村
山
校

長
以
下
職
員
一
致
協
力
気
迫
と
和
に
徹

し
た
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
P
T
A
と

鱒
身
同
体
の
姿
に
喜
ぴ
を
感
じ
、
多
年

学
校
の
要
望
と
と
け
あ
つ
て
特
に
激
励

さ
え
い
た
だ
い
た
町
長
、
教
委
、
議
会

に
は
心
か
ら
頭
の
下
が
る
感
懐
を
お
さ

え
得
ず
、
こ
＼
に
職
を
奉
じ
得
た
幸
せ

を
思
い
、
こ
の
大
い
な
る
栄
光
を
た
、

え
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
）

自
衛
官
の
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
要
領
で
、
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

囹
応
募
資
格

　
　
十
八
歳
以
上
、
二
十
五
歳
未
満

騒囹
入

囹
待

　
験
・
筆
記
試
験
（
常
識
問
題
）

・
適
性
検
査
（
図
型
・
判
断
・

　
　
積
算
）

・
身
体
検
査
（
身
長
・
胸
囲
・

　
　
体
重
・
視
力
・
内
診
・
レ

　
　
ン
ト
ゲ
ン
）

　
隊
毎
月
一
回

　
遇
・
国
家
公
務
員
特
別
職

・
初
任
給
　
実
質
五
万
円
（
現

　
　
金
三
万
、
現
物
二
万
）

・
昇
給
　
年
二
回
（
べ
ー
ス
ア

　
　
ッ
プ
を
含
む
）

・
賞
与
　
年
四
・
七
か
月
分

・
技
術
修
得
、
勉
学
．
人
間
形

　
　
成
に
最
適

納
税
メ
モ

今
月
は

　
　
町
・
県
民
税

　
　
　
第
四
期
分
の
納
期
で
す
。

　
四
丹
来
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町

税
も
、
給
与
所
得
者
を
除
い
て
今

月
で
終
わ
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
厳
冬
、
暖
房
等
で
電

気
の
使
用
量
が
増
し
ま
す
が
、
電

気
の
税
金
は
、
電
力
会
社
で
使
用

料
金
に
七
％
の
税
金
を
含
め
て
徴

収
し
、
町
に
納
め
ま
す
。
　
（
｝
か

月
七
百
円
以
下
は
免
税
）

　
そ
こ
で
、
町
の
電
気
ガ
ス
税
予

算
四
百
二
十
一
万
円
か
ら
電
気
料

を
逆
算
す
る
と
、
約
六
千
万
円
と

い
う
推
計
が
成
り
立
ち
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
や
志
願
手
続
き
は
、
総

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
雪
囲
し
た
る
小
庭
に
小
雀
来
し

　
　
薄
日
さ
す
小
庭
八
つ
手
の
花
盛
り

　
　
ス
キ
ー
客
ど
っ
と
押
し
よ
せ
雪
深
し

　
　
民
宿
の
梧
…
火
に
干
せ
る
ス
キ
ー
靴

　
　
音
立
て
て
湧
き
い
る
水
や
草
紅
葉

　
　
大
い
な
る
焚
火
を
か
こ
み
寺
人
夫

　
　
黒
々
と
人
を
吐
き
を
り
雪
の
バ
ス

　
　
桐
火
鉢
灰
も
き
れ
い
に
十
三
夜

　
　
菜
を
漬
け
る
母
の
教
を
そ
の
ま
ま
に

　
　
柿
の
実
に
夕
日
の
残
る
通
い
道

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

　
　
　
　
　
　
　
小
自
倉
片
桐
玉
章

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
舟

　
　
　
　
　
　
　
在
埼
玉
金
子
洋
石

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
子

　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
金
子
且
雀

r
し

、




